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イケイケデザイン＆テクニック募集中
あなたのイケてるブログサイトやCSSテクニックを募集しています。「いいデザインができたかも」と思ったら、ガンガン応募してください。イケてるデザインやテクニックは、このコーナーで
紹介します。みんなで参考にし合っておもしろいサイト作りましょう！ 応募先：im-ikeike-css@impress.co.jp（スタイルシート・スタイルブックのサイトでも募集しているよ）

CSS
スタイルシートの達人を目指して

Blogデザインを　　　　　　にかっとばそう！ス マ ー ト

第8回 オーバーフローを使いこなそう
SEOやアクセシビリティーへの考慮から、最近ではフレームを使う機会がどんどん減

り、ページに別のHTMLを埋め込む場合にはiframeがよく使われるようになってき

ました。iframeは、長くなりがちなサイドバーをコンパクトにまとめるときに活躍して

いるのではないでしょうか。しかし、iframeを使うと結局コンテンツを別々のHTML

ファイルで管理することになります。そこで、CSSのoverflowプロパティーを使って

疑似的にフレームを作る手法を使うと、ページの情報を一括して管理できます。今回

は、その疑似フレームを作るテクニックも含めて、マスターすれば表現の自由度がさ

らに高まるoverflowプロパティーの使いこなしテクニックを3つ紹介します。

チェコにある寄宿舎のサイト。通常のレイアウトスタイル

にとらわれていないトップページの自由なボタン配置が目を

引きます。一見<div>を使ったように見えるメニューも<ul>

を使って構造的なマークアップがされています。スタイルシ

ートを外して見たときのシンプルさには、だれもがきっと驚

くはず。トップページ以外のページも情報がスッキリまとま

っていて、非常に読みやすいサイトになっています。

by スタイルシート・スタイルブック
http://www.stylesheet-stylebook.com/

主宰者の執筆したCSSの書籍『スタイルシート・スタイル
ブック』（翔泳社刊）の発売と同時にオープンした、CSSを
みんなで楽しく学べるコミュニティーサイト。CSSのテク
ニックだけでなく、CSS
にまつわる最新情報も
随時更新しています。
また、情報交換広場に
もたくさんのCSS関連
のサイトのリンク集が
用意されているので、
ぜひそちらもチェックし
てみてください。

今月のイケてるCSSデザインサイト カッコいいデザインをたくさん見てセンスや技を学ぶのが、
デザイン力アップの第一歩！

自由だけど構造的

Penzion Roza ve Vimperku
http://www.penzionroza.cz/

DTPソフトの老舗Quarkも、サイトをCSSレイアウトに切

り替えて新時代に向かっているようです。ページ上部にあ

る拡張メニューは、アクションはJavaScriptで行われている

ものの、見た目はすべてCSSで制御されており、情報構造

もリストにしてグループ分けが明確にされています。単に

CSSレイアウトにしただけでなく、色や文字の大きさの使い

分けが細かく設定されていて、さすが印刷系の企業といっ

たところでしょうか。

ソフトもサイトも使いやすく

Quark
http://www.quark.com/

コルクボードに適当
に貼り付けられた写
真のようなデザイン
も、スタイルシートで
実現したものです。

DTPソフトのデザインと
CSSデザインにはもちろ
ん通じるところがある。さ
すがQuarkといったところ
ですね。
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<div class="thumbnail">

<img src="me.jpg" width="400" height="300"

alt="" />

</div>
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.thumbnail{

height: 80px;

width: 80px;

overflow: hidden;

position: relative;

border: 10px solid #ccc;

}

.thumbnail img{

position: relative;

top: -160px;

left: -110px;

}
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画像をクリッピングしたサムネイルを表示する
画像には手を加えずにoverflow: hiddenで一部分だけを表示 by 長谷川恭久1

クリッピングしたい大きさ（今回は80×80

ピクセル）に指定したコンテンツエリアを用意

して、そこに「overflow:hidden」を指定します。

こうすることでコンテンツエリア外（つまり

80×80より外）は非表示になり、画像の一部

分だけを表示できます。あとは今回の例のよ

うに枠線を付けるなどの装飾を加えれば完成

です。

普通に画像をクリッピングすると、指定した

サイズだけ、画像の左上部分が表示されます

が、今回のように、画像、つまりimg要素のス

タイル指定にtopとleftのプロパティーを加え

ると、画像の中央部分など好きな部分をクリ

ッピング表示できます。ピクセルで制御する

だけでなくパーセント指定でも可能です。た

だし、上記のようなHTML構造だと、パーセン

ト指定をした場合は、数値の解釈がブラウザ

ーによって違うので気をつけた方がいいでし

ょう。また、クリッピングの位置をtopとleftの

プロパティーで指定する場合は、コンテンツ

エリアと画像の両方に「position: relative」を

入れる必要があります。

ページデザインに合わせるために画像を同

じサイズにそろえる場合などには有効なテク

ニックですが、注意するべき点があります。見

た目がクリッピングされているだけなので、実

際にブラウザーで読み込まれる画像は大きな

写真になっていることです。クリッピングした

画像と拡大写真をそれぞれ作る手間が省けて

便利なのですが、あまりにたくさんの画像をこ

のテクニックでサムネイル化してページに並べ

るのはおすすめしません。

overflowプロパティーは、コンテンツエリ

アの広さよりも大きなコンテンツを表示さ

せるときに有効です。これはもちろん文字

情報だけでなく画像にも有効で、用意さ

れたエリアには大き過ぎる画像をクリッピ

ングして表示させることができます。

overflowプロパティーは「scroll」と「auto」

という値があり、それらを使うとコンテンツ

エリアにスクロールバーを表示させること

ができるのですが、「hidden」という値を使

えばコンテンツエリア外の情報を見えな

いようにできます。今回はこの「hidden」

を使って、400×300ピクセルの画像の一

部分、80×80ピクセル分だけをクリッピ

ングして表示しています。

小さなサイズをHTMLで指定
して縮小表示するのではなく、
画像の一部分だけを表示して
います。

Before

After
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C S S テ ク ニ ッ ク の

余分なspanタグなしでテキスト付きの画像見出しを作る
overflow:hiddenで文字を非表示にする by 長谷川恭久2

<span>をわざわざ追加しなくてもいいよう

にして、余計なタグを減らすというのもこのテ

クニックを使う理由の1つですが、このテクニ

ックを使う重要なポイントは、文字要素を

「display:none」に指定するとその部分は音声

ブラウザーでは読み上げられなくなるけれど

も、この方法では正しく読み上げられ、SEO

的にもh1として扱われる点です。ページのタ

イトルの情報を画像だけでなくテキストででも

きちんと伝えたいときや、アクセシビリティー

を考慮しながらグラフィカルに見せたい場合

は、今回のテクニックは有効でしょう。

このテクニックも「overflow: hidden」を使

います。貼り付けたい画像の高さに合わせて

上のpaddingの数値を記述することで、文字

をコンテンツエリアの外に押し出して、コンテ

ンツエリアからはみ出した部分（文字）は非表

示にする方法です。

ただし、最近のブラウザー（モダンブラウザ

ー）では高さを0pxにしておけばいいのですが、

IE 5.5をはじめとした古いブラウザーではこの

解釈では有効ではありません。そこで、上記

のコードのような「ハック」を使う必要がありま

す。最 初 のプ ロ パ ティーに 対しては

「!important」を記述して、次の行にある同じプ

ロパティーに対してはプロパティーの直後に

コメント「/**/」を加えます。わずか2行で完成

するハックですが、最後に指定するプロパテ

ィー名の後にスペースを最低1つは空ける必

要があることと、ハックとして挿入するコメント

やコロン（:）の後にスペースを入れてはいけな

いことなど、細かい注意が必要です。

HTML上は「This is My Website」という文字要素だけ
ですが、ブラウザーでは画像のロゴが表示され、しかも音
声ブラウザーなどでも正しく読み上げられます。

<h1 id="sitename">This is My Website</h1>
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h1#sitename {

background: #fff url(title.gif) no-repeat 0 0;

font-size: 100%;

overflow: hidden;

padding: 50px 0 0 0;

height: 0px !important; /*モダンブラウザー用の値*/

height /**/:50px; /*IE 5.x用の値*/

}

C S S

CSS Zen Garden で紹介されている

多くのデザインでは、サイトのタイトルに

画像を使うのに、HTML上はテキストと

してh1要素を作っておいて、<span>に

「display:none」というプロパティーを追

加してテキストを見えなくして、背景に文

字のロゴ画像を貼り付ける方法をとって

います。しかし、この方法では、<span>

という空箱タグを余分に付け足さなくて

はなりません。そこで今回はoverflowを

使って<span>を追加しなくても見出しな

どに画像を使う方法を紹介します。

http://www.csszengarden.com/

Before

After
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overflowプロパティーの最もポピュラーな

使われ方は、おそらく「overflow: auto」と

「overflow: scroll」を利用した疑似フレー

ムを作る方法でしょう。コンテンツエリア

1つで簡単に疑似フレームが完成し、コン

テンツをコンパクトにまとめることができる

優れものですが、単にフレーム化をしただ

けでは読み難くなってしまいます。サイトデ

ザインによって装飾のアプローチはさまざ

まだと思いますが、今回はこの疑似フレー

ムレイアウトを作るコツを紹介しましょう。

疑似的にフレームのように装飾する
overflow:autoで凝ったデザインの部分フレーム

ただ四角くてスクロールするだ
けでない、凝ったデザインの疑
似フレームにしてみました。

by 長谷川恭久

<div class="flow-layout">

<div class="flow-area">

<p>ささいなことで懐かしく思うってあると思いますが。
僕は写真の中から……</p>

</div>

</div>

H T M L

3

.flow-layout{

background: transparent url(frame.gif)

no-repeat 0 0;

height: 190px;

width: 230px;

padding: 10px;

}

.flow-area{

background: #fff url(frame-bg.gif)

no-repeat 0 0;

height: 170px;

width: 210px;

overflow: auto;

}

.flow-area p{

margin: 0;

padding: 10px;

}

C S S

今回のテクニックでは、丸角のレイアウトを

実現するための「flow-layout」と、中の白抜き

の部分を作る「flow-area」の2つの<div>を使

っています。

レイアウトを形成している「flow-layout」は

単に画像が貼り付けてあるだけの装飾枠で、

このコンテンツのボックス全体の大きさを指

定しています。

flow-layoutの中に配置した、実際にコンテ

ンツが入る「flow-area」にoverflow: autoを指

定することで、この部分を疑似フレームとして

使っています。flow-layoutの大きさからはみ

出すコンテンツがある場合は、枠にスクロー

ルバーが表示されて、枠内でスクロールでき

るようになるため、画面上にあらかじめ決めた

大きさで、どんなサイズのコンテンツでも表示

できます。

2つの<div>が記述されているので、今回の

例のようにそれぞれのbackgroundプロパテ

ィーに画像を貼り付けることで、表現の幅も

広がるのではないでしょうか。また、<div>の

数を増やせば、スクロールバーの後ろに画像

を貼り付けるなど、応用次第で非常に個性的

なフレームを作れます。もちろん、むやみに

<div>を増やすのはあまりよくありませんが、

表現したいレイアウトがあれば実験でもいい

ので挑戦してみるといいでしょう。少なくとも

今回のように少しでも工夫すれば、疑似フレ

ームもただスクロールバーがあるボックスでは

なく、おもしろみが出るのは確かです。

なかなか便利な疑似フレームですが、一部

のブラウザーではマウスにあるスクロールホ

イールが動作しないので注意しましょう。

Before

After
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